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選択講座① 音楽を好きになる指導の仕方
 将来音楽を仕事にするための基礎作り（小中高の学校教育における）

講師：山崎 朋子先生
アシスタント：足立 悠道先生（テノール歌手）・村内 悠侑希先生（作曲家、ピアニスト）
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はじめに、「音楽を嫌いにさせない」授業づくりにおけるポイントを、山崎先生のご経験から

ユーモアたっぷりのトークで紹介いただきました。

① 子供は、間違いを指摘されることを嫌がる。

② 変声期では無理して歌わせない。

③ 音楽活動を好きになれば、「上手になろう」「上手になりたい」という主体的な気持ちが高

まっていく。

次に、楽しくて効果のある発声練習をいくつか紹介していただきました。

① ボールを投げる動作に合わせて「ｙｏ―」

② 「ドミソミド」音型、順次上行ではなく、自由な和音へ、ニュアンスも変えて（音をよく聴くよ

うになる。音感がよくなる）

③ 「ドレミファソソソファミレド」音型、早口言葉「東京特許許可局長」で。

最後に、『♪大切なもの』『♪種』の合唱練習、指揮の練習を行いました。

① 歌詞を大事にすること。読譜が苦手な場合は、縦書きの歌詞を見ながら歌ってもよいこと、

そのほうが曲想をつかみ易く暗譜も早くなる。

② 指揮では、手の動きと曲想を合わせること。ブレスし易いように下からの動きを大切にし

たい。

③ 高音が出ない時は、その前の音を大切にする。さらにその前のブレスを大切にする。

音楽が好きになる様々な指導のアプローチがちりばめられた講座で、参加された先生方の表

情も終始柔らかい笑顔で溢れていました。
音楽教育推進協議会 常任理事



選択講座② 【わたしの授業】
 心も身体も頭もアクティブになる音楽授業とは？

講師：岩井 智宏先生
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講座全体を通じて、受講者が児童役になりきって、歌や鍵盤ハーモニカ、身体表

現、そして受講者同士でペアになってのコミュニケーション活動など様々な活動

に終始熱心に取り組みました。

前半の『♪ハッピーソング』を教材とした３年生授業では、“あと何回くらい歌った

らこの課題が達成できますか？”の岩井先生からの問いかけに、受講者自身が判

断し、回数を手指で示したり、時には、達成状況を立って伝えたりなど、受け身で

はなく児童自らの意思で練習を進める指導の工夫が体験的に行われました。

後半の『♪さくら さくら』を用いた４年生の授業では、音符の長さを身体表現し

たり、また、最後の４小節を鍵盤ハーモニカで休符のニュアンスを考え表現する

活動と歌唱とを組み合わせて、学習指導要領改訂を見据えた「歌唱・器楽」という

分野統合を授業で生かす先駆的な体験ができました。

受講者から笑顔がこぼれるなごやかな雰囲気の中で進んだこの講座は、まさに、

“子供たちが楽しみながら、友達とも関わり合って、そして学びは深い”岩井先生

の授業に出会えた貴重な１００分間でした。

音楽教育推進協議会 常任理事



選択講座③ 【わたしの授業】
 音楽づくりの教科書教材を子供ベースにするために

講師：平野 次郎先生
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『♪森のくまさん』からスタートした本講座は、平野先生の巧みな言葉がけと見

事なピアノ伴奏に乗り、“子供になりきって”楽しみながら歌いました。随所に子

供の見方・捉え方や教師としての心構えなどがちりばめられ、平野先生の子供

を真ん中においた素晴らしい実践から多くの示唆をいただきました。

「やっほー」をリレーしたり重ねたり入れ替えたりする教材では、初めて会った受

講者同士がすっかり打ち解け合い、様々な工夫を付け加えながら存分に活動を、

笑顔で楽しみました。

リコーダーによる旋律づくりでは、ⅠⅣⅤⅠの循環コードにのって旋律を作って

いくのですが、「どうしたらもっとよくなると思う？」という声がけをきっかけに、

子供たちが“試行錯誤”を楽しみながら深まっていく様相を体感しました。

平野先生から「子供たちは系統的な学び、経験を積み重ねている」という言葉を

いただき、音楽教師として、学びをつなげていくことの大切さを改めて胸に刻

みました。

音楽教育推進協議会 常任理事



選択講座④ 知覚から感受へのプロセスづくり
 ～高学年を中心に教科書教材を使って模擬授業形式で～

講師：粟飯原 喜男先生
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本講座は、粟飯原喜男先生の鑑賞の講座です。

講座が始まるや否や、Queenの『♪We Will Rock You』の音楽がかかり、みん

なの気持ちが和み、講座が始まりました。

・純主観は音楽鑑賞の本質だが、この世界で授業をしてはいけない。

・音楽鑑賞指導するとは、評価することである。

・授業は、知覚→感受の流れがよい。広がりが出てくる。

実際に、『♪ハンガリー舞曲第五番』を授業形式でやってくださいました。

・１時間の授業では、共通事項を一つに絞る。

・何度も聴かせたい。活動に変化をつけることが大切。

・活動する場面は、教師もしっかり一緒に行う。決して、主観を出さない。常に客観

的に行う。

・ここ好きバロメーターは、一人一人がいかに集中しているかを見る活動パターン。

100分間が、粟飯原先生のユニークな話術と音楽で、あっという間に過ぎました。

きっと、音楽鑑賞の授業が各学校で変わるのではないかと、期待したくなりました。

音楽教育推進協議会 常任理事



選択講座⑤ 創作活動を通して子供たちの創造性や発想力を広げよう

講師：大田 桜子先生
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AIが簡単に作曲できる時代に、AIより簡単に、そして豊かに、各々が自分の力で

作曲し、表現する感動に包まれた瞬間を共有しました。

「名曲を書こうなんて思わないで」との先生のお言葉から始まり、まず「白いもの」

を何でも一言ずつ。一つとして同じものはありません。

続いて〈沖縄音階を使って作曲しよう〉。好きな音を並べ、伴奏がつくと、あら不思

議！もう曲の出来上がりです。次は給食の献立。チリコンカン、肉じゃが、からあげ、

ハヤシライス、タレカツ、サイダーゼリー♪を繋げ、言葉のイントネーションに沿って

音をつけ、繰り返しや速度、伴奏を工夫すると驚きの歌唱曲に。最後は「たったひ

とつ」の詩に各々が作曲。同じ歌詞なのに一つとして同じ曲はなく、思いのこもっ

た名曲ばかりで感嘆の声があがっていました。

「音が跳んだり、わざと抑えたり、音に気持ちを込められるのが創作のいいとこ

ろ」と曲に思いを込められることも学び、人の力の素晴らしさ、音楽を自ら生み出

し表現する喜びを実感した、あっという間の100分でした。

音楽教育推進協議会 常任理事



選択講座⑥ 【わたしの授業】
 教材づくりのノウハウ2

講師：松長 誠先生
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教材の選定や教材づくり、教材分析、授業力の視点をキーワードとして進められま

した。『♪線路は続くよどこまでも』を使ったアイスブレーキングから始まり、終始

和やかな雰囲気の中で進められました。

鍵盤ハーモニカの黒鍵だけを使った「黒鍵パスリレー」の即興表現や、音の高さや

強弱の違いを自分の「マイネームメロディ」としてリコーダーで表現する活動では、

音を介した豊かなコミュニケーションの輪が成立していました。

また、松長先生により作成された動画やコンテンツ、掲示資料に至るまでが先生

の公式ホームページ「音楽のちから」に満載されており、本日の講座でもそれらを

活用した授業づくりのヒントがたくさん紹介されました。音楽室の環境づくりも含

め、参加の先生方にとって大いに参考となったのではないかと思われます。

最後に、松長先生から「芸術教科を学ぶ意義」について提起がありました。「音楽の

持っている力や役割」とは何か、そして子供たちの育ってほしい感性や幸福な人

生につながることを信じて音楽と関わることに繋げていきたいとのお話がとても

印象的でした。

音楽教育推進協議会 常任理事



選択講座⑦ 鍵盤ハーモニカとリコーダー
 楽しく演奏できる力をつけるには

講師：髙階 恵先生
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学級担任が担当することが多い低学年の音楽の授業。日々の授業では、楽器の演

奏経験の少ない子供たちが、楽しい音楽活動を通して、演奏の基礎となる事項や

楽器の奏法を知らず知らずのうちに身に付けていけるような手立てや工夫が必

要になります。

受講者は、子供たちになって、高階先生が普段の授業で取り組んでいる「始まりの

歌」やリズムを扱った常時活動を実際に体験したり、鍵盤ハーモニカやリコーダー

の約束・奏法、デジタル教材の活用の仕方など、幅広く学びました。高階先生の分

かりやすい言葉掛けや小さな工夫が、楽しく楽器を演奏する力を育むことに繋

がっていると実感しました。

最後には、初めて出会った仲間と『♪メリーさんの羊』のアンサンブルに挑戦！！

リズムやテンポ・強弱・楽器の重ね方などを工夫してグループごとにオリジナルな

演奏に仕上がり、拍手と笑顔があふれました。夏休み明けの授業が変わることは、

間違いありません。

音楽教育推進協議会 常任理事



全体講座 「教科」としての「音楽」とは？

講師：臼井 学先生
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「学校に音楽は必要か？」と問われれば、多くの人は「必要だ」と答えてくれると思

います。しかし、「学校に音楽科の学習は必要か？」と問われた場合はどうでしょう

か。

小中学校音楽科及び高等学校芸術科（音楽）が、「普通教育」として位置付けられて

いることを踏まえつつ、「全員が学習する『教科』として音楽科が存在する意義」や、

音楽科が表現及び鑑賞の「活動を通して資質・能力を育成する教科であること」を

再確認しました。

授業において、歌う、楽器を演奏する、音楽をつくる、音楽を聴くなどの音楽活動

は成立しているか、その活動を通してどのような資質・能力を育成するのか等に

ついて、平成20年改訂において〔共通事項〕が新設されたことの意味なども振り

返りながら見つめ直し、日々の授業改善につなげていただければ幸いです。

臼井 学



全体講座 響き合う 音と心

講師：富澤 裕先生
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8月19日に開催された前期「音楽科特別講座」で最後の全体講座を担当させてい

ただきました。「響き合う 音と心」という大きなテーマを掲げ、会場いっぱいの先

生方と歌声を響かせあう中でテーマに近づけるか、呼吸や発声等の技術的な事柄

が単に技術にとどまらず歌おうという気持ちへの着火剤となり、共に歌うことの

喜びへの動機とエネルギーとなることを、そして共に歌ったという心の手応えと

なり得ることを体感していただきたく進めましたが、実現できましたでしょうか。

歌えるから楽しい⇔楽しいから歌いたい。この循環を実現するには“歌えなけれ

ば”なりません。歌えないから楽しくない⇔楽しくないから歌わない。この負の

ループに陥らないために「歌えるようになるための練習は楽しさへの入り口」なの

だという思いを子供たちと共有していきたい。この思いを私自身があらためて心

に刻んだ時間でした。

富澤 裕
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